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取引先の皆様

ライブよりもバーチャルという日々が、いまだに続いて
います。

そこで私たちは、旅行制限やイベント／展示会の中止
という状況にあってもお客様と良好にコンタクトを取り
続けられるように、意欲的にデジタル「ツール」を使
いこなしています。双方向通信ヘルメットカメラを通じ
てエンジニアとライナッハにいるエキスパートをつなぐ
という方法とバーチャルショールームにより、私たちは
デジタル化への途上で重要な 2 つのマイルストーンに
到達しました。この版で、それらについてご紹介しま 
しょう。

スペインの私たちのお客様である CELO 社のサクセス 
ストーリーでは、CELO 社がどのようにして Carlo-
Salvi マシンにより自動車産業において成功裏に生産
を行っているかについて、刺激的な見解を得ていただ
けるでしょう。

サーボダイレクトドライブに関するレポートでは、
Hatebur COLDmatic CM 725 における、信じられな
いほどの可能性の広がりについてご紹介しています。
最後に、ティア 1 サプライヤー GKN Driveline 社での 
AMP 70 でのマシンフレームの交換により、このマシ
ンが 30 年以上も経過してから、どのようにして再びか
つての生産性を取り戻し、やがてそれを上回ってゆく
のかが示されています。どのようにして、大型設備が 
的確な措置により、長期間に亘って運転可能な状態を
維持できるのかを示す、非常に素晴らしい例です。ここ 
では 1 年半のプロジェクト準備の後、マシンフレーム
の交換が行われました。そして 6 か月後、最初の生産
ラインの稼働に至りました。様々なエキスパートチーム 
による、総合的な協同作業の好例です。

皆様に私たちの最新の Netshape 誌をご紹介できま
すことをたいへん喜ばしく思いますと共に、豊富な情
報と変化に富むストーリーを存分にお楽しみいただけ
ましたら幸いに存じます。

皆様のご多幸をお祈り申し上げます。

トーマス・クリストフェル（CEO） 

CEO のご挨拶
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最新情報
Hatebur の世界から  �

Hatebur における 
サステナビリティ

責任ある事業活動と経済的な成果は両立
しないものではなく、むしろ相互に補い 
合い、促進し合うものです。このような
理解と方向性をもつ事業活動を、私た
ちは、私たちのビジネスパートナー、私
たちを支えてくれているサプライヤー、 
私たちの従業員たちに求めます。

私たちは、このようなスタンスと意志と
共に Hatebur におけるサステナビリ
ティに関するテーマを受け入れ、すでに
第一段階を実現化しています。

私たちは、サステナビリティへの姿勢を
私たちのサプライヤー、ビジネスパート
ナー、従業員に向けて、行動指針の中に
しっかりと定着させています。さらに、サ
ステナビリティに関するテーマについて、
私たちのお客様による幅広く包括的な 
審査において、すでに認められています。

「知ることだけでは十分ではない。それ
を使わなくてはいけない。やる気だけ
では十分ではない。実行しなくてはい
けない。」 
ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ

Hatebur 勤続 35 年 
 

氏名：アンドレアス・マット�   
職位：戦略的プロジェクト責任者�  
Hatebur 入社：1986 年 3 月�  

 

2021 年 4 月末、アンドレアス・マット
は 35 年にわたる Hatebur でのキャリ
アを終えました。彼は、Hatebur のセー
ルスサポート部門の若きエンジニアとし
てキャリアをスタートしました。お客様
との交流における喜び、オープンマイ
ンド、妥協なく取り組む姿勢により、間
もなく彼は頻繁に外国に出張するように
なりました。さらに彼は、目的を定めた
継続教育を並行して受けることにより、
多大な専門知識をいち早く習得しまし
た。成形プロセスおよびマシンの領域
における技術革新とさらなる開発に対応
して、彼は大いなる情熱をもって研究
を進め、実現化を行いました。�  
 
アンドレアス・マットは当社の様々な部
門を率い、役員会およびマネジメント
チームのメンバーでした。長年にわた
り、彼は販売、開発、調達部門におい
て様々な業務に携わっていたことから、
会社全体に及ぶ包括的な見方を得て
おり、彼が率いていたそれぞれのチー
ムと共に重要な刺激をもたらしました。 
 
彼は、多くの重要な課題に共に取り組
み、サポートし、推進することにより、
当社の多大なる成果に貢献しました。
アンドレアス・マットの新しい人生に 
ご健康とご多幸をお祈りいたします。

Hatebur 勤続 30 年

氏名：ガイ・プフェンドラー  
職位：電気・電子技術 EE 
Hatebur 入社：1991 年 3 月
 
 
1991 年 3 月からガイ・プフェンドラー
は Hatebur で電気・電子系エンジニ
アとして業務に従事しています。彼は
入社後間もなく、主要業務として ESA
（電子式バー材端部除去装置）のプロ
グラミングを担当することになりまし
た。そこではハードウェアを最適化し、 
ソフトウェアの拡張を定期的に行いま
した。そのシステムは現在、工程の
最適化やマシンのインフィードシステ
ムに関する重量な診断データを表示
する際に役立っています。それにより

ESA（電子式バー材端部除去装置）は、
Hatebur 熱間フォーマーのプロセス安
定性・経済性の向上に貢献しています。

ガイ・プフェンドラーは、世界のほぼ
半分にわたって私たちのお客様のもと
を訪れ、現地で後付けなどを行う際に
付き添い、トレーニングを行い、問題
が発生すると解決策を講じました。

Hatebur 勤続 25 年

氏名：セルジュ・メイラード  
職位：電気・電子技術部門 
Hatebur 入社：1996 年 2 月

セルジュ・メイラードは Hatebur の電
気・電子技術部門においてキャリアを
スタートしました。彼はこの 25 年間、 
組立工場においても、世界中のお客様
の工場でも、主に大型 HOTmatic マ
シンの稼働開始に携わってきました。 
さらに、古くなった制御コンポーネン
トの機能向上を図ったり、継続的に使
用できるようにすることについても責
任を負っています。現在の業務の焦点
は、HOTmatic マシン AMP 50 および 
AMP 70 用ブランクトランスファーモニ
ターならびに新世代の制御システムで
す。さらに彼は日々、豊富な知識を同僚 
に伝えています。

セルジュ・メイラードを祝し、これからも 
長く協力し合えることを期待しています。
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    首都：マドリッド     �国土：スペイン大陸部、バレアレス諸島、カナリア諸島、北アフリカの飛び地領土 
（セウタおよびメリリャ）

 
スペインの概要

人口：

4710 万 人

= 500 万人

総面積：

505,970 km²

主要都市：   マドリッド 320 万人     バルセロナ 160 万人
  バレンシア 79 万人     セビリア 69 万人     サラゴサ 68 万人

ラファエル・ナダル（テニスプレイヤー）
サルバドール・ダリ、パブロ・ピカソ、 
フランシスコ・デ・ゴヤ（画家）
プラシド・ドミンゴ（オペラ歌手）
ドン・キホーテ（ミゲル・デ・セルバンスによる 
小説の主人公）

23.2 %
工業 

74.2 %
サービス業

2.6 %
農業

著名なスペイン人

観光スポット

数字から見る状況
スペイン

スペインの最高峰は、テネリフェ島にあるピコ・
デル・テイデ（テイデ山）（標高3,715 m）です。 
マッターホルン（標高 4,478 m）と比較して 
みましょう。

5000 m 
4000 m 
3000 m 
2000 m 
1000 m

0 m

文化 料理

スペインの伝統文化として闘牛と 
フラメンコが有名です。

おすすめのスペイン料理
パエリア

ガスパッチョ

トルティーヤ

タパス

サングリア

最高峰

経済

サグラダ・ファミリア（バルセロナ）、 
アルハンブラ宮殿（グラナダ）、 

プラド美術館（マドリッド）、様々な島々、 

コスタ・ブラバ、コスタ・デル・ソル

輸出品のトップ 4
1. 車両および機械
2. ワイン
3. 石油製品
4. 果物／野菜

言語

スペイン語 
カタルーニャ語

ガリシア語 
バスク語

（単位：10 億米ドル）
GDP：国内総生産

1394
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バーチャルショールームへ 
ようこそ

ライナッハ  ここ 1 年以上前から、世界的に 
重要な専門見本市／展示会が延期あるいは完全に中止
となってきました。それにより、お客様や関心をお持ち
くださっている方 と々の交流や、新製品および最新テク
ノロジーについてご紹介するためのプラットフォームが
失われています。Hatebur はこれを 1 つの契機として
受け止め、新しい革新的なプラットフォームを構築し、 
この春からご利用いただけるようにしています。この 
バーチャル空間では、Hatebur / Carlo Salvi のマシン 
およびサービスのラインナップ全体を印象的な方法で
閲覧・体験していただくことが可能です。

感染症の世界的大流行が始まってから、実質的に世界
中で、あらゆる重要な専門見本市／展示会が延期ある
いは中止となりました。セミナーや会合のようないくつ
かのイベントが、デジタル方式で実施可能となったの
は幸いでした。しかしそこでも、参加者同士の個人的
な接触には厳しい限界がありました。個人的な交流や、
市場、開発、トレンドなどについてディスカッションで
きることこそが、これらのイベントを重要で豊かなもの
にしているのですが。

2020 年秋、Hatebur はパンデミックの終息を待つ
代わりに、新しいプラットフォームを構築することを決
定しました。現地で個人的にというわけにはいかなく
ても、少なくとも共通のバーチャル空間で、個人的な
交流や製品・サービスの紹介ができるようにするもの
です。こうして小さなプロジェクトチームにより、この 
6 か月間で、多くの場所でよく知られているデジタル
見本市／展示会とカンファレンスプラットフォームを結
び付ける、革新的なソリューションが生まれています。
WebEx、Teams、GoToMeeting などのような、パン
デミックの間に不可欠となったプラットフォームのよう
に、Hatebur バーチャルショールームでも様々なこと
が可能です。たとえば、リンクを利用して個人的なミー
テイングを選択したり、製品やサービスを紹介できるよ
うにしたり、プロジェクトについて討議したりすることが

文：Reinhard Bührer（ラインハルド・ビューレル）
写真：Hatebur / cueconcept �

できます。それにより、Hatebur および Carlo Salvi 
の幅広いマシン・ラインナップを、印象的な方法で 
体験していただくことが可能になっています。

私たちは、パンデミック後もリアルな専門見本市／ 
展示会は重要なままであると確信しています。しかし、
Hatebur バーチャルショールームにより、私たちは
お客様や関心をお持ちくださっている方々と効率的に 
交流するための新しいツールを確立しています。これを 
利用すれば、専門見本市／展示会やシンポジウムに 
出向くための時間がかかりません。

�   Hatebur の世界から

ぜひ本日にでも、私たちのバーチャルショールー
ムへのご訪問の予約をお取りいただけましたら
幸いに存じます。�  

sales@hatebur.com / Tel. +41 61 716 21 11
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デモセンター（日本） – 
Carlo Salvi CS 001 RF

東京  ハテバージャパン株式会社は、東京に 
新しいデモセンターを設立しました。日本および近隣の 
国々のお客様および関心をお持ちくださっている方々
が、イタリアまで出向く必要なく、Carlo Salvi 1 ダイ  
2 ブローヘッダー CS 001 RF の稼働状態を体験するこ
とができます。

何か月も前から、国内外からの移動には制限がありま
す。そのため時間を要しましたが、日本のチームが設
立したデモセンターでは、Carlo Salvi マシン CS 001 
RF が初めて展示されています。

この 1 ダイ 2 ブローヘッダーは、冷間圧造機の中で 
最高水準の生産性を提供します。このヘッダーは、特に 
極小部品に適しており、最新テクノロジーを用いて 
開発されたものです。ソリッドコンポーネントの高速
生産、すなわち毎分 660 個の部品の生産を可能にし
ます。

文：Hatebur
写真：Hatebur �

COVID-19 による規制に伴い、まだ訪問していただく
ことはできていませんが、状況が少しでも早く通常に
戻ることを願っております。そして、皆様への情報提供
を続けますとともに、現地でご訪問者の方々をお迎え
できるようになりますことを楽しみにしております。

ぜひ予約をお取りになり、可能になり次第、私たちの
デモセンターをご訪問ください。
info.jp@hatebur.com、Tel.: +81-3-5843-7445

Carlo Salvi CS 001 RF の仕様：

_ 最小／最大ワイヤー径 1 	 0.6–2.2 mm
_ 最大胴部長さ 	 22 mm
_ 最大切断長 	 35 mm
_ 最大頭部外径 	 6.5 mm
_ 最大生産速度 （半中空部品の場合）2)	 600 個 /分
_ 最大生産速度 （ソリッド部品の場合）2)	 660 個 /分
_ PKU ストローク 	 6.5 mm

1) オプションのスペシャルキットで最大 3 mm
2) 使用されている素材および部品による
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新しい制御システムと共に – 
I4.0 への準備完了

ライナッハ  すべての Hatebur フォーマーの 
中核を担っているのは PLC（プログラマブルロジック 
コントローラ）です。

1994 年、Siemens S5 コントローラを搭載した初の 
Hatebur マシンが納品され、1999 年には、Siemens 
S7-300 および S7-400 コントローラへの乗り換えが開始
されました。そして今、最新世代の Siemens コントロー
ラ、S7-1500 への切り替えが行われています。

コントローラの切り替えは、常に多大な作業と若干の技
術的な不確実性を伴いますが、新しい可能性をもたらす
ものでもあります。安全技術をコントローラに統合する
ことで、外付けの安全制御システムが不要になるのです。
これにより、電気制御盤内のスペースが節減され、プロ
グラミングがより容易にできるようになり、汎用性が向上
すると共に、サポートの負担が軽減されます。

プログラミング用に Siemens TIA Framework が設定さ
れています。TIA は «Totally Integrated Automation»
を意味し、制御機能、セーフティ機能、セキュリティ 
機能、ビジュアル化機能のような機能性のための独自の 
インターフェースを提供します。

すべての機器が論理的に PROFINET でネットワーク接続
され、センサーが IO-Link 経由で接続されます。それに
より、コントローラとのデータ交換が拡張された状態で
いつでも確実に行われ、マシンデータログに接続するた
めの基礎が確保されています。

私たちのマシンは Siemens S7-1500 を搭載し、未来へ
の準備を整えています。このコントローラは、測定デー
タおよび製造データログ、BDE 接続、あるいは予知保
全のような機能のための一般的なインターフェイスを提
供します。エネルギー管理も可能です。

文：シュテファン・ゲッツ、オリバー・マリッツ
写真：Hatebur �

すべてのデバイスを PROFINET および Ethernet でネットワーク化

Hatebur フォーマー電気制御盤内の最新 Siemens PLC

リモートアクセス用には Secomea が変更なく採用され
ています。PROFINET および IO-Link による一貫したネッ
トワークにより、Secomea を使用してマシンに効率的に
サポートを提供することが可能となっています。

�   サービス & サポート
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文：ベルンハルト・ハーゲン
写真：CELO �

会社名：CELO S.A. 
拠点：カステリャ・デル・ヴァレス 

（スペイン） 
従業員数：約 400 名 
年間売上高：6700 万ユーロ 
マシン： Carlo Salvi ヘッダー  
14 台 – CS 001、CS 002、
CS 003 
ロット数： 1,000個～数百万個 
主要市場： スペイン、ドイツ、 
米国、中国、フランス、ハンガリー、

ポーランド、メキシコ 

CELO – Carlo-Salvi  
ヘッダーと共に未来にフィット

スペイン  スペインの精密ボルトメーカー
の専門家である CELO 社は、2018 年に WIRE 展で 
Carlo Salvi のブースを訪問したとき、超高速 1 ダイ  
2 ブローヘッダー CS 001 が稼働している様子を目にし
ました。そして、検討および評価、詳細テストなどを重
ねた後、CELO 社は生産性、品質、人間工学的観点か
ら作業環境を向上させるために、既存の古いマシンを 
Carlo Salvi の最新世代のヘッダーに代えることを決定
しました。それが、素晴らしい成果を伴う協同作業の
始まりでした。

CELO 社は 1963 年に 2 名の若いエンジニアによって
設立されました。最初の数年間、このスペインの企業
は高精度の締結部品をテレビ、電気製品、家電製品の
メーカーに販売していました。「非常に高い要件の製
品や設備のために最高水準の品質で専用の締結部品
を作る、という意図がありました」と、1989 年に入社
し、現在 CELO 社社長を務めるラモン・セラバルス氏 
は説明します。

それ以来、この企業は締結ソリューション製品の製造
において最高水準の精度と最高水準の品質を実現する
基準を設定し、国際的に展開する企業の役割を果たす
までに成長してきました。CELO 社は、スペイン、ドイツ、
中国、米国で製造工場を、四大陸の 10 拠点で物流セ
ンターを、運営しています。もはやこの企業は、自動車、
電気材料、電子部品、家電製品のセクターにおける世
界的なリーディングカンパニーの主要サプライヤーの  
1 つとなっています。セラバルス氏は述べます：「私
たちは直径 1.5 mm～M8 のセルフフォーミングスク
リューに特化しています。さらに米国では 8 mm～
16 mm のボルトを生産することが可能です。」CELO 社 
は、スチール、繊維強化樹脂、軽合金などの各種素材
製の、お客様に合わせた仕様のコンポーネントを開発
および製造しています。

拡大路線にのって
これまでの 20 年間に CELO 社は著しく成長し、新市
場へと進出してきました。まず物流および販売がフラ
ンスで強化され、東欧、トルコ、メキシコが続きま
した。2006 年には、小型ボルト工場が中国で開設
されました。2009 年には CELO 社はドイツの MEA 
Befestigungssysteme GmbH を買収、その 5 年後
にはメキシコで新しい物流センターの竣工式を行い
ました。さらなる拡大化として、米国・ミシガン州の
Trident Fasteners 社の買収、チリ・サンチャゴおよ
び米国マイアミにおける新しい物流センターの開設が
段階的に行われました。

1990 年代から、このファミリー企業は 2 つの業務領域
に分かれています。産業業務領域は、プラスチックお
よび金属用の小型の精密ボルトに特化しています。構
造業務領域は、元々は木材、アルミニウム、金属構造
用小型ボルトを販売していましたが、後に製品ライン
ナップを締結システムおよび搬送システムに拡大しま
した。

カステリャ・ 

デル・ヴァレス
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基礎の構築
ドイツ・デュッセルドルフで開催された WIRE 2018 で、 
CELO 社の経営陣が Carlo Salvi のブースを訪問しま
した。展示されていたのは Carlo Salvi マシンのフェ
ラーリとも呼ばれる1ダイ2ブローヘッダーCS 001 で、
このマシンは毎分 660 個のワークピースを生産するこ
とができます。この卓越した技術と速度は、CELO 社の 
エキスパートたちの関心を呼び起こしました。「私たち
は、未来の基礎を構築するために、私たちのすべて
の古い 1 ダイ 2 ブローマシンを交換する計画を立て、
ソリューションを模索しました。より高い生産性、品質、
人間工学的観点から作業環境の向上を目指すため 
です」と、セラバルス氏は述べます。社長および工場
責任者から工場のエンジニアおよび製造チームにまで 
至る、15 名を超える人々がこの戦略プロセスに参加 
していました。

イノベーションリーダー
今日、この企業はバルセロナから北西に 40 km のと
ころにある小都市カステリャ・デル・ヴァレスに拠点を
置き、約 400 名の従業員を擁し、年間売上高は 6100 
万ユーロ超に上ります。2021 年には、CELO 社は、
販売高を 6700 万ユーロ超まで上げることを目指して
います。CELO 製品は世界中で 100 か国を超える国々
において 5,000 を超える顧客へ供給されています。 
継続的な改善、ディテールへのこだわり、革新精神は、
CELO 社の成功を支える柱です。この企業は様々な 
特許を取得しており、世界的なテクノロジーリーダー
です。ラモン・セラバルス氏は次のようにまとめてい
ます。「私たちのほとんどのお客様は自動車産業に従
事されており、私たちの製品は本当に自動車アプリケー
ションの至るところで見られます。主要市場はスペイン、
ドイツ、米国、中国、フランス、ハンガリー、ポーラ
ンド、そしてメキシコです。」

カステリャ・デル・ヴァレスにある 
CELO 社工場

CELO 社製品の中で最も代表的な部品
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そして 2 年に及ぶ準備の後、Carlo Salvi のマシンに
投資し、製造プロセスを最新化するという決断が下さ
れたのです。ラモン・セラバルス氏は続けます。「私
たちは、セットアップ時間およびマシンのダウンタイム
を低減させるため、生産速度を上げるため、私たちの 
従業員にとっての人間工学的観点からの作業環境を 
向上させるために、野心的な目標を設定したのです。

Carlo Salvi が生産の 90 ％を担っている
「今日、私たちは Carlo Salvi のマシンを 14 台備え
ており、間もなく 15 台目が到着します」と、ラモン・ 
セラバルス氏は述べます。CELO 社は 3 シフトで、 
1 か月あたり 1 台の CS 001 で 1000 万個、CS 002 で 
700 万個、CS 003 で 300 万個の部品を生産していま
す。合計すると、この企業の総生産量の 90 ％以上を 
Carlo Salvi のヘッダーが生産しています。ロット数は 
1,000 個～数百万個に及びます。成形プロセスの後、
CELO の技術者が、転造、熱処理、有機コーティング、
梱包のような、後続の作業プロセスを担います。レー
ザーや光学系を利用した最新のインテリジェントな 
インスペクション技術が、製品の高い品質基準を保証
します。

トレーニングが鍵となる
Carlo Salvi ヘッダーを購入するという決定がなされ
たとき、それに伴って詳細なトレーニングプランの
策定も行われました。古いマシンから新しいマシン
への移行が確実にスムーズに行われるようにするた
めです。「このトレーニングの多くは私たちの施設内
で実施されました。またさらに、私たちの従業員は 
Carlo Salvi のスペシャリストからトレーニングを受
けるためにイタリアへ何度も派遣されました。残念
なことに、Covid-19 による規制に触れたため、トレー
ニングを完全に対面で終了することは叶いませんで
した。マシンの多くは、イタリアでもスペインでも 
パンデミックに見舞われた 2020 年 3 月以降に納入
されました」と、セラバルス氏は述べます。ただし、
トレーニングはオンラインで続行されました。

そして Carlo Salvi のマシンの運転がやや短時間な
がら行われると、それだけですでに、その後も変わ
らぬ印象を残しました。「疑いなく、Carlo Salvi は 
1 ダイ 2 ブローテクノロジーの頂点にあります。私
たちにとって、迅速な金型交換と非常に速い生産速
度は重要な長所でした。しかし最も重要な要素は、
新しいオペレーターのためのシンプルで効果的なト
レーニングと包括的な機能性でした」と、この社長
は強調します。セラバルス氏によれば、主な長所の 
1 つとして卓越したプロセス安定性があります。「こ
れは、品質の向上、金型消耗の低減、手作業による
調整・設定の低減を意味します。」

15 機（現在 14 機、15 機目が間もなく到着）のマシンを備える製造ホール .

カスタマーストーリー  �
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未来にフィット！
新しい生産ラインの構築により、CELO 社の経営陣は
未来に向けて装備を整えたと感じています。CELO 社 
にとっての挑戦は、お客様の工場における組立ライン
の要件に適合する、高強度の部品を供給することで
す。組立ラインは、様々なボルトのわずかな違いに 
対してますます敏感になっており、そのため、精度 
と効率が決定的な意味をもちます。「私たちは、 
私たちが Carlo Salvi のマシンによって装備万全で、
最高のプロセス安定性を示すことができると信じてい
ます。」

潜在的な将来的要件に関する問いに対しては、社長
は E モビリティについて会社にとって脅威ではなく
チャンスであると見ています。「電気自動車では、多
くの大型ボルトが小型の締結エレメントに置き換えら
れ、大型ボルトを使用した機械コンポーネントの代わ
りに、小型部品を使用するエレクトロニクスが取り付
けられます。E モビリティでは内燃エンジン搭載車両
よりも、もっと私たちの製品レンジのボルトが必要に 
なると思えますよ！」

Industrie 4.0 に伴ってもたらされるその他の要件
については、セラバルス氏は次のように考えていま
す。「ファスナー産業は非常に伝統的な分野の 1 つで
す。私たちが Industrie 4.0 において行うことはすべ
て、完全に新しくなされるものでなければなりません。
私たちには、自分たちのチームが改善や向上に対して
オープンであるという長所があります。もっとも、一種
の集中と継続教育は必要ですが。設備システム全体の
効率性の完全自動制御のような第一段階についてはす
でに実施済みですが、まだまだ長い道のりが目の前に
続いています。」

協同作業の始まりから今日に至るまで、チームスピリッ
ト、技術的ノウハウ、信頼、透明性が、CELO 社と 
Carlo Salvi 間の充実したパートナーシップの成功を支
える柱となっています。両社のエキスパートチームは
互いのノウハウを交換し、特定の問題のために共にソ
リューションを開発しています。数多くの成果が、成功
を物語っています。
 

	 CELO 社チーム	 CELO 社オーナー、ラモン・セラバルス氏（左）／ヌリア・ロペス氏（右）
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文：M. マイヤー
写真：Hatebur �

スマートヘルメット –  
革新的な技術サポート 

ライナッハ  私たちがどのようにしてパンデ
ミック関連の障害や現在の移動制限を乗り越えている
かということについての一例として、最近使用している、
スマートヘルメットがあります。

このスマートヘルメットは、フィールドサービスエン
ジニアが使用する装備です。通信ソフトウエアとの
組み合わせにより、この装備はスイス・ライナッハ 
にいる技術者とのコミュニケーション接続を確立
します。この方法により、ヘルメットを装着してい
るエンジニアがお客様の拠点で見ているものを、 

リアルタイムで確認することが可能となります。この 
ヘルメットには、マイクロフォン付きヘッドセット、 
カメラ、ワイヤレス接続インターフェース、方向確認
および温度測定用センサー、スマートバッテリーシス
テムが含まれています。

この完全一体型のインテリジェントな拡張現実（AR）
装備により、革新的な技術的サポートが可能となりま
す。これはインテリジェントなアシスタントとして機能
し、業務の際に、技術者はテキスト、アイコン、画像、 
スケッチの形式で出す指示によりサポートします。 
たとえば、スマートヘルメットにより、技術者はリアル
タイムで作業中にデジタルデータ（写真やファイル）
の送受信を行うことができます。このヘルメットは高
解像度の画像キャプチャとリアルタイム記録を提供し、
数名の参加者によるセッションも、録画および再生も
含めて可能にします。

2021 年 3 月から、すでに 2 ユニットが Hatebur で 
導入されており、現在は、お客様の拠点でのマシンの 
初回運転開始時に使用されています。

私たちは、後日、十分な経験を積んで成果を上げて
から、このスマートヘルメットをサービス作業や金型
試験でも使用することができるようになると考えてい
ます。このスマートヘルメットは、Hatebur にとって 
デジタル世界へのさらなるステップとなるものです。
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このヘルメットは、お客様の製造拠点で簡単に素早
く使用できるように用意されています。サービス技
術者は、ただヘルメットを開梱して起動するだけで、
遠くにいるユーザーとのコミュニケーション接続が 
Plug & Play により確立されます。

このスマートヘルメットは、もちろん、お客様の承認
後および地域のデータ保護規定の遵守の下でのみ、
初めて使用することができます。さらに、収集された 
データは特定の使用目的のためにのみ処理され、公開 
されることはありません。

Your Advantages：

• �最新の素早いソリューション 
• �スイスのスペシャリストによるプロフェッショナルな遠隔サポート
• �専門作業員をお客様に派遣するための費用と時間の節約
• �お客様の拠点でただちにサポート可能
• �テキスト、アイコン、画像、スケッチでの指示により、理解がより容易に 
• �リアルタイムでのデジタルデータの送受信
• �高解像度画像キャプチャ
• �複数名で 1 つのセッションに参加し、サポートを行うことができる
• �追加のモバイルカメラを、実用的な第 2 モニターポイントとして利用可

新規 Hatebur HOTmatic AMP 20 N がお客様の製
造工場に設置された際、Hateburサービス技術者で
あるペーター・ヴァイスハイムが、このヘルメットを使
用していました。そのときには、スイス・ライナッハ
にいた彼の同僚が、マシンの点検および確認の際の
サポートを行いました。
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サーボダイレクトドライブ –  
機は熟した

ライナッハ  Hatebur は、この 20 年間にわ
たるサーボ駆動機能の経験を基に、サーボダイレクトド
ライブ開発のための基盤を築きました。それにより、優
れたダイナミクスと高いパフォーマンスを結び付けるこ
とが可能となり、稼働するすべてのマシンコンポーネン
トにおいて、機械式で蓄えられたエネルギーも考慮に入
れられるようになります。このような設計は、メインドラ
イブへのサーボテクノロジーの採用を可能にし、プレス 
技術において新しい領域を開くものです。

機械式駆動には、稼働プロセスの調整に非常に手間が
かかるという短所があります。たとえばサーボモーター
のような分散型駆動技術の場合、マシンは年月を経た
後でも、新機能により更新や向上化を図ることが可能
です。そのための前提条件は、将来的に必要とされる
要件をできる限り考慮に入れて、コンポーネントを選
択することです。Hatebur COLDmatic CM 725（ダ
イレクトドライブ搭載）は、ダイレクトドライブによりプ
レスラムの動きをプロセスの大部分において適合させ
ながらも、標準マシンと同等の成形性能を発揮します。 
それによりマシンは、汎用的に使用可能となり、お客様 
のニーズおよびそれぞれのプロセスに的確に適合する
ものとなります。

文：アンドレアス・マリッツ & カーステン・ジーバー
写真：Siemens AG & Hatebur �

専門技術者によってのメリット
すでに私たちのオペレーターの中には、新しい駆動
システムに親しむことができた者たちもいます。彼ら
の評価は一貫してポジティブなものです。すでにこの 
マシンのセッティングにおいて、数多くのメリットが示
されています。ダイレクトドライブは、従来のメインド
ライブよりもよりシンプルで洗練されたプロセスをとり、 
レスポンスにおいてもより予測しやすい挙動をします。

また、さらなるハイライトとしてハンドホイールがあり
ます。マシンの感覚をよりわかりやすく伝えるので、位
置決めおよびタイミングの正確な調整がさらに行いや
すくなります。

セットアップ時間を節約する
この駆動コンセプトのもう 1 つのメリットは、パンチ位
置およびタイミングの微調整時に部品をセッティング
モードで成形できることです。手間のかかるフライホ
イールの加速や停止はもう必要ありません。これによ
り、新しい部品のセッティング時のセットアップ時間を
節約することが可能となります。

手動操作パネルにより、マシンの正確な位置決めが可能となり、 
タイミングを正確に調整することができます。
画像提供：Copyright Siemens AG
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ダイレクトドライブは従来の駆動システムの単なる代
わりではなく、それ以上のものです。このオプションは
仮想主軸上のすべての分散型駆動システムに関連して 
おり、それにより動きが互いにマイナスの影響を及ぼす 
ことを回避します。これは、すべての分散型駆動コン
ポーネントの動きがクリアに正確に実行されるという 
メリットをもたらします。

エネルギー損失の低減
ダイレクトドライブの場合には、フライホイールの代わ
りに、コンデンサーに必要なエネルギーが蓄えられま
す。これにより、マシンの接続にかかる電力を低く抑え
られるのみでなく、セッティング時のエネルギー損失も
著しく低減されます。フライホイールが停止することで
保存されている全エネルギーが失われる一方、このエ
ネルギーはダイレクトドライブではコンデンサーに保存
されたままとなり、直ちに再び使用可能です。

Your advantage:

	 1. プロセスに基づいた動作シーケンス 

	 2. 継続的な最適化

	 3. 低速運転での成形による、より迅速なセッティング

	 4. 直観的なマシン操作を可能にするハンドホイール

	 5. 位置決め精度の向上

	 6. セッティング時の人間工学的観点からの作業環境の向上

「ダイレクトドライブのおかげでマシンのタイミングを 
個別に調整することができます。それにより、金型設計の 
自由度が増し、成形可能な部品が増えています。 
さらに、位置決め精度の向上により、セッティングが 
より容易になっています。」  
 
ソティリオス・アンドリオポウロス、プロセス開発者

サーボダイレクトドライブ（青色で示している部分）により、優れたダイナミクスと高いパフォーマンスを組み合わせることが可能です。
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Our performance.
Your advantage.

Hatebur HOTmatic 
AMP 70 HFE が 30 年間にわたる
フル稼働を経て、完全に再生。

サービス & サポート  �

心臓手術 –  
マシンフレームの交換  
Hatebur AMP 70 HFE

据付されたのです。それは 10 年前のことでした。 
しかしながら皆の予想を超えて、金融危機の後に経済
が力強く回復し、自動車業界からご発注の問い合わせ
が殺到したのです。そこで、旧フォーマーはさらに稼働
し続けなければならなくなりました。そして、このフォー
マーがごく最近まで素晴らしく耐え抜いて持ちこたえた
ことは、一同を驚かせました。「最後まで、この優れ
た旧 AMP 70 は週 20 シフトで週あたり 165,000 個 
のハイランナー部品を生産し続けていました。私たち
の最大限の敬意を受けるに値します」と、責任者であ
る、トリアーの GKN Driveline 社プロジェクトリーダー
のドミニク・ガンゴルフ氏は述べています。

根治のために良い結果となるように決断が下された
とはいえ 30 年間の非常に厳しいストレスから、マシ
ンのベースエレメントにもその痕跡が見られ、小さな
亀裂が確認されました。マシンの更新か、修理か・・・？
それが根本的な問題で、あらゆる側面への考慮と徹底
した計算の後に下された決断は、修理する、というも
のでした。しかしながらこれは一種の根治、この場合
はマシンフレームの交換を意味しました。「そのような
交換は、いわば心臓を開いて手術を行うようなもので
した」と、ガンゴルフ氏は強調します。それは、GKN 
Driveline Trier 社もこれまでに経験したことのないも
のでした。「そして私たちにとってもこれまでになかっ
たことでした」と、マシンメーカーである Hatebur の
シュテファン・ビューレルは述べます。彼は何年にも
わたり GKN Driveline 社を担当しています。

トリアー（ドイツ）  Hatebur の AMP 70 
HFE のような長寿命フォーマーでも 20 年間稼働し
続けて性能限界に至ったため、GKN Driveline 社
（ドイツ・トリアー）は 2011 年に Hatebur の新型 
HOTmatic HM 75 XL を代わりに導入しました。しか
しながら当時、同社は受注業務があふれていたため、
旧マシンもさらに約 10 年ほど生産を続けなければなり
ませんでした。そして今、品質実証済みのフォーマー 
AMP 70 HFE のマシンフレームが刷新されました。 
これは、すべての関係者が最大限の力を発揮するよう
求められた、たいへんな力わざでした。2021 年春か
ら、今や 30 代になったマシンが新しい輝きを放ってい
ます。

20 年も経てば十分だ、もう既存の Hatebur 熱間
フォーマー AMP 70 HFE を更新しなければ、と、 
ドイツ・トリアーにある GKN Driveline の責任者たち
は 2010 年に決定しました。そして、最大の Hatebur 
フォーマーである HOTmatic HM 75 XL が注文および 

文：ユルゲン・フュルスト、SUXES GmbH
写真：GKN Driveline Trier �

AMP 70 HFE の心臓部は滅多に見られるもので
はありません：4 段階の成型工程（右）のため
の駆動部、合計 15,000 kN の成形荷重で稼働し
ます。



フェラリスタの下でセンセーションを巻き起こす
GKN Automotive 社は世界中で活動を展開してい
るティア 1 自動車産業サプライヤーであり、BMW、
Mercedes、Porsche あるいは Ferrari のようなあ
らゆる有名な自動車メーカーの車両駆動用コンポー
ネントにおけるスペシャリストです。たとえば、ある 
Porsche 車ではトリアー製のドライブシャフトが巨大ト
ルクをエンジンからアクスルへと伝達しています。ま
た、自動車業界の耳をそばだてさせるようなプロジェ
クトもあります。と言いますのも、現在、Ferrari 史に
おいて初の SUV である F175 Purosangue（プロサン
グエ）用のドライブシャフトが製造されているからで
す。2022 年にフェラリスタの皆さんがたいへんな興
奮に陥るであろう、一大変革です。GKN Driveline 社
がこれに参加できることは、Ferrari GTC4Lusso（F151）
ですでに示されていました。

トリアー工場は、 世界中に 54 拠点および合計 27,000 
名を超える従業員を擁する GKN Automotive 社の一
部で、約 450 名の従業員を擁しており、同様に長い歴
史があります。すでに 1964 年に Rheinmetall 社が  
135,000 m2 の敷地で鍛造およびプレス工場を稼働さ
せており、それを GKN が 1993 年に合併したのです。

プレミアムな自動車メーカーのハイランナー部品
今日、旧ローマ市街地の工場で毎年約 8000 万個の
精密鍛造部品が生産されています。これらはおよそ 
8 万トンのスチールから 12 台のフォーマーで成形さ
れています。これらのコンポーネントは、主にピン、
シャフト、リングなどのドライブシャフト部品のような、 
パワートレイン用のものです。ここには、100 g 未満
の冷間成形部品から、数 kg の重量のある熱間鍛造部
品まで含まれています。ハイランナー部品には、たと
えば 1.5～ 3.5 kg の重さのバリエーションをもつジョイ
ントピンがあります。お客様のほとんどは、ドイツ・ヘッ
セン州オッフェンバッハ・アム・マインやザクセン州
モーゼル（ツヴィッカウ）などにある GKN の他の工
場で、それらの工場では部品のさらなる加工を行って
います。また、多くの OEM 企業も直接的なお客様に 
属しています。

日々の業務を確実に実行することにより、 
高い部品生産量を実現
Hatebur HOTmatic AMP 70 HFE は、非常に多種
多様な部品に対応できる信頼のおける熱間フォーマー
です。4 段階の成型工程および 15,000 kN の合計
成形荷重により、最大直径 145 mm の鍛造部品を、
400 g ～ 5 kg のワークピースを用いて、1 分あたり  
50～ 80 個、完全自動で生産します。高精度のイン
フィードが、実績のある高いプロセス安定性と繰り
返し精度をもたらします。これにより、マシンに直径  
36～ 75 mm のバー材のフィーディングを行うことが
できます。

HFE の装備により、鍛造温度での押出成形部品の製
造が可能となります。「私たちのお客様は、それらから、
主にホイールハブ、ギアブランク、ベアリングリング、
ドライブシャフト部品のようなベアリング部品や自動車
部品の鍛造を行います」と、シュテファン・ビューレ
ルは述べます。「私たちのところでは、ここ何年かでお
そらく 3 億 5 千万個を超える部品を生産してきました。
正確なところは誰にも言えないのでは」と、ガンドルフ 
は述べています。

30 年間のフル稼働による痕跡もあります。旧マシンフレームをむき出しにするには、すべての組付部品を取り除
かなければなりません。
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改造開始までに必要だった準備期間は 1 年半
作業の内容：重量 85 トンの熱間フォーマー本体の 
分解 – ホールからの移送 – 新しいマシンフレームの運
び込み – すべての組付部品の取り付けとソフトウェア
のインストール – 新しくなったフォーマーの初回運転
開始。2020 年 9 月に作業が開始される前に、すでに
プロジェクト責任者たちによって明らかにされ、計画
され、討議された、約 1 年半に及ぶ作業がありました。
それだけに、旧マシンフレームが 10 月初めにはむき
出しの状態にされ、ホールから運び出されたときの 
喜びは、たいへん大きなものでした。同じサイクルの
中で、新しいマシンフレームがホールに運び込まれ、
基礎の隣に置かれました。

基礎も徹底的に点検および修繕される
旧マシンフレームが運び出された後、基礎もまた徹底
的に点検され、修理されます。HOTmatic AMP 70 
HFE は、30 年もの長期間にわたって、連日 35,000 回 
に及ぶ成形打と 15,000 kN の成形荷重で精密部品の 
圧造を行っており、基礎もまたダメージ無しという 
わけにはいかないからです。11 月初めには、責任者
たちは真新しいマシンフレームを設置し、基礎の上に
置きました。

チームは手を取り合ってスムーズに作業を進める
旧マシンフレームをむき出しにするには、すべての組
付部品を取り除かなければなりません。これについて
は特に、パイピング全体、ケーブル取り回しおよび制
御システムを含む電気設備全体、そしてもちろん、カッ
ター、トランスファーシステム、イジェクター、部品 
排出部のような、すべてのコンポーネントが該当して
いました。保全技術者のマルクス・カゼルは、これに
ついて満足しています。「チーム全体が手を取り合って
協同作業を進めている様子は、感動的でした。」

待ち望まれていた、HOTmatic AMP 70 HFE の新しいマシンフレームがいよいよ到着します。



コロナ禍および自動車業界の危機による 
スケジュールへの影響
プロジェクト期間の全体にわたって、Hatebur のエン
ジニア 3 名が業務に関連する GKN 内外の人員のサ
ポートを受けています。合計 24 名がプロジェクトに参
加していました。「コロナ禍および自動車業界の危機に
ついては、もちろん、うまく対応できていました」と、
ガンゴルフは述べます。とはいえ一方で、イタリアか
らの部品が予定通りに到着できないということもあり、 
コロナ禍での制限による遅れももたらされました。 
また、感染の拡大を防ぐための衛生コンセプトも確立
しなければなりませんでした。

6 か月間にわたる改造の後の生産ラインの始動の試行
新しいマシンフレームが基礎の上に設置されると、 
すべての関係者を興奮で沸き立たせる、プロジェクト
の熱い段階が始まりました。これまでの計画が正しい
ものだったか、準備は正しく行われたかが示されると
きがきたのです。願わくば、すべてがうまくいきます
ように・・・。そして、成功しました！2021 年 2 月、
およそ 6 か月間の改造期間を経て行われた試運転で、
生産ラインから最初の量産部品が生まれ落ちてきた 
とき、皆の喜びは多大なものでした。誰もがホッとす
るとともに、トリアーの GKN Driveline 社において、
招かれざる 150 ナノメーターの極小ウイルスが、今、
完全に新しくなった重量 135 トンの Hatebur フォー
マーが稼働を開始できるようになることを阻むことは 
できなかったことについて、大いに喜びました。

この瞬間に至るまでに、1 年半にわたる計画と集中的なチーム作業が行われているのです。

24 名ものスペシャリストたちが、2020 年 9 月から 2021 年 2 月まで、 
このプロジェクトに従事しました。

補修が成功裏に行われたのち、HOTmatic AMP 70 HFE は再び、ドライブ
シャフト部品、ピン、リングのようなパワートレイン用コンポーネントを生産
しています。
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バウナタール（ドイツ・ヘッセン州）  私たち 
のお客様が新開発のための重要なヒントになる刺激
をもたらしてくれることは、珍しいことではありません。 
それには、たとえば 2020 年に発表された AMP 50 と 
AMP 70 におけるブランクモニターシステムのようなも
のがあります。独自の開発のおかげで、すでに VW社
において類似システムによりプロセス安定性の向上が
実現しています。

間違いをおかさない人がいるでしょうか？Hatebur 
フォーマーでの部品搬送においても、間違いはありま
す。部品がなくなったり、パンチに引っ付いたままになっ
ていたり、傾いてしまったり、2個重なってしまったりな
どです。VW 社では、バウナタールにおけるプロセス 
最適化の責任者であるビョルン・アレクサンダー・ 
ヘッセ氏がこの問題を扱い、2012 年の彼のディプロム 
学位論文を用いて、鍛造プロセスをより安全確実な 
ものにするブランクモニターシステムを開発しました。
彼へのインタビューをご紹介します。

このようなシステムの開発に至った動機は？
トランスミッション用ブランクのメーカーとして、私たち
はお客様に高品質の部品を供給することを重視してい
ます。それは、鍛造フォーマーに関しては、部品の重量、
形状、ファイバーフロー（鍛流線）が完全に正常でな
ければならないということを意味します。もう一方で、
企業として、設備をできる限り傷まないように丁寧に、
かつコストパフォーマンスよく稼働させることにも注力
する必要があります。できる限り、部品搬送時のエラー
による停止が起こらず、修理コストがかからない状態
にしておかなければなりませんので。

あなたのシステムの機能について 
簡単にご説明いただけますか？
そもそものアイデアは、シンプルな X-OR 評価論理を
用いてグリッパーアームの動きを把握することでした。
そのため私たちは、ESA の制御側に Brankamp X7 を
接続しました。それにより、ESAが把握しているブラン
クの有無とグリッパー内の実際の状況とが比較されま
す。私たちはバイナリーセンサーの代わりに、誘導型の
アナログポジションセンサーを採用しています。このセ
ンサーはオーバーラップに反応したり切り替わったりせ
ず、グリッパーアームが開くストローク量を、軸方向の
遊びにかかわらず継続的に記録します。エラーが発生
した場合には、すぐにクラッチ／ブレーキを制御せず、 

直ちに停止するか、前死点を過ぎて後死点に至って 
から停止するかを、マシン角度から決定します。

具体的にどのように成形部品は各成型工程を 
経るのでしょう？
このモニターシステムは、マシンコントローラから、特
に ESA アラーム出力（カットオフドロップ信号）のス
イッチングステータスに関する情報を得ています。そ
の信号がある限り、グリッパーの包路線監視は正確に
工程に対応してオフとなり、すべての工程を通過しま
す。同時にブランクモニターがオンになり、除去され
るべきだったカットオフが、意図せず工程に搬送され
てしまった場合にこれを検知します。その機能は、工
程プロセス上で記憶されます。それで私たちは、1 つ
の部品に対して使用するグリッパーおよび必要な成形
荷重を、1度だけ 4ストロークの間学習させる必要が
あります。その後の鍛造品は、第 1 ストロークから完
全にモニターされています。

このシステムを実際の製造現場に導入する際には、 
どのようなことに気を付けましたか？
まず、第一段階で私と一緒に作業するオペレーターと
私は、私たちの直観に信頼をおく必要がありました。
次第に、私たちはより多くを学び、私たちの要件に 
合うように設定を最適化していきました。このシステム
は、工程内にある問題が何か検知できることもあって、 
便利な補助装備としてみなされています。

ヘッセさん、ありがとうございました。

お客様が開発を 
リードしてくれるとき

文：ユルゲン・フュルスト、SUXES GmbH�

ビョルン・アレクサンダー・ヘッセ 
鍛造プロセス最適化部門 
Volkswagen AG、カッセル工場 
（ドイツ）

サービス & サポート  �
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インタビュー

ライナッハ  Hatebur ではこれまで 
どの分野で業務に従事してきましたか？
あっという間だった Hatebur での 25 年間は、次の 
ようにまとめることができます：
サービス技術者として 8 年間、世界中を回った後 
– そのうち 3 年間は日本駐在でした – アフターセー
ルスサービスの窓口として数か国を担当し、その後
は新規マシンの販売を行いました。2009 年から 
は東京のハテバージャパンに戻り、販売とアフター
セールスサービスを担当しました。その後スイスに 
戻ってからは、プロジェクトおよびプロダクトマネ
ジメント部門で新規マシンのプロジェクトリーダー
として世界を舞台に働いています。

現在の職能において、どのような仕事があなたの 
業務領域に属していますか？
私たちの新規マシン販売のサポート。契約署名後
にプロジェクトを引き継ぎ、お客様の問い合わせ先
となるパートナーを務めること。契約の技術面およ
び商業面における遵守に関するプロジェクト責任を
負うこと。プロダクトマネジメントチームにおいて、
私たちは当社のマシン・ラインナップのさらなる 
展開を市場に合わせて的確に行っています。

以前の業務で得た知見を、現在の業務で活かせて
いますか？
一度得たものは、一生活かしていけるものです。 
さらに、私は長年にわたって世界中で 100 を超える 
Hatebur のお客様と現地で個人的に知り合うこと
ができました。このコミュニケーションネットワーク
は、お客様にとってもサプライヤーとしての私たち 
にとっても高い価値のあるものです。私たちの 
グローバルな Hatebur ファミリーについても同じ
ことが言えます。

氏名：	 ダニエル・クリーグ、プロジェクトリーダー 
職位：	 プロジェクトおよびプロダクトマネジメント 
Hatebur 入社：	1996 年

趣味:

スイスおよびヨーロッパ
各地を自身で改造した
キャンピングカーで 
旅してまわること。

スキー、ハイキング、 
キャンプファイヤーを 
前に哲学的な会話を 
楽しむこと、文化活動、 
旅行、庭園づくり。

Hatebur の仕事で、 
次のような特別な喜び 
がもたらされています：
技術的に高水準を誇る
私たちのマシン。

お客様に近く、 
契約遵守のプロジェクト
進行、良好なコミュニ 
ケーションによる、 
お客様の満足度の高さ。

グローバルに広がる 
お客様と Hatebur  
チームによる密接な 
ネットワーク。

現在、外国のお客様にはどのような業務で携わって
いますか？
私たちの製品は要求度が高く、お客様に相当意欲
的に取り組んでいただく必要があります。そこで、
お客様が鍛造システムについて基礎から学んだり、
設備に関する専門知識を構築したりする際にサ
ポートします。これには、マシンの基礎部分の構
造からプロダクト特有のテーマ、さらに成形プロセ
スまで含まれます。

特に気に入っている Hatebur 機種はありますか？
新任のサービス技術者だった頃は、できる限り頻
繁に様々なお客様のところで対応するために、小型 
の COLDmatic を大型の HOTmatic マシンよりも
好んでいました。そして日本での年月の中で、あら 
ゆる機種の修理、点検、補修を行うことが私にとっ
て大きな喜びとなりました。私は、私たちのマシン・
ラインナップの多様性が気に入っています。

現在、最も力を注いでいる作業あるいは 
プロジェクトは何ですか？
現在、アジアで進行中のいくつかのマシンプロ
ジェクトに携わっています。HM75XL、AMP20S、
CM725WS、CM 4-5ECO、AMP30S に関するもの
です。そこでは、各マシンについてスイス製レベ
ルに到達するようにすること、および遠方の国々に
セットアップのスペシャリストたちを送り出すことに
従事しています。スペシャリストたちを送ることに
ついては、変わり続けるパンデミックによる規制の 
ために、非常に要件の厳しいものになっています。

文化的に多様なお客様との協同作業で 
どのような印象を受けましたか？
様々に異なる文化、言語、企業文化は私の幅を広
げてくれます。私は世界中の - 特にアジアのお客
様に心地良さを覚えます。日本にいたときには、
妻と知り合うことができました。そして、ひらがな
とカタカナという 2 種類の文字表記を学ぶことに
より、私たちのマシンの操作パネルだけでなく、 
レストランのメニューを読み、食べ物を注文し、自
力でお客様からお客様へと移動して訪問することが
できるようにもなりました。そういった様々な思い
出話などについては、何時間でも話せそうですよ。

��     従業員ポートレート
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本社

Hatebur Umformmaschinen AG
General Guisan-Strasse 21, 4153 Reinach,  
Switzerland
Tel: +41 61 716 21 11, Fax: +41 61 716 21 31 
info@hatebur.com, www.hatebur.com

拠点

Hatebur-Lumag Services AG
Birchmatte 9, 6265 Roggliswil, Switzerland 
Tel: +41 62 754 02 63, Fax: +41 62 754 02 64 
info@lumagag.ch 

Hatebur Umformmaschinen GmbH
Bahnhofstrasse 18, 51674 Wiehl, Germany
Tel: +49 2262 761 65 68,  
Fax: +49 2262 761 65 69 
sales@hatebur.com

Hatebur Metalforming Technology  
(Shanghai) Co., Ltd.
Rm B1, 7th F., Juneyao International Plaza
No. 789 Zhaojiabang Rd., Shanghai 200032, 
P. R. China
Tel: +86 21 6417 84 28, Fax: +86 21 6417 84 22 
info.cn@hatebur.com 

ハテバージャパン株式会社

〒105-0011 
東京都港区芝公園1-1-11 
興和芝公園ビル5F
Tel: +81 3 5843 7445, Fax: +81 3 5843 7446 
info.jp@hatebur.com

Carlo Salvi S.p.A.
Via Tommaso Salvini 10, 20122 Mailand (MI), 
Italy
Tel: +39 02 87 88 97, Fax: +39 02 86 46 17 88  
carlosalvi@carlosalvi.it, www.carlosalvi.com 

Carlo Salvi S.p.A.
Via Ponte Rotto 67, 23852 Garlate (LC), Italy 
Tel: +39 0341 65 46 11, Fax: +39 0341 68 28 69  
carlosalvi@carlosalvi.it 

Carlo Salvi USA Inc.
4035 King Road, Sylvania, OH 43560, USA
Tel: +1 419 843 17 51, Fax: +1 419 843 17 53
sales.usa@carlosalvi.com 

Carlo Salvi UK Ltd.
Unit 4, Cedar Court, Halesfield 17,  
Telford, Shropshire, TF7 4PF, Grossbritannien
Tel: +44 1952 58 77 30, Fax: +44 1952 32 71 80
sales.uk@carlosalvi.com

Carlo Salvi (Guangzhou)  
Machinery and Equipment Co., Ltd.
Room 1404, West Point Center, 
No. 65 Zhongshan Qi Road,  
Liwan District, 510140 Guangzhou City,  
P. R. China
Tel: +86 20 8173 46 72, Fax: +86 20 8123 93 59
gm.china@carlosalvi.com

Hatebur 
ブースへ
お立ち寄り
ください！

2021 年 7 月 27 日～30 日
MetalForm China 
（中国国際金属成形展覧会）

開催地：上海（中国）
出展社名：Hatebur Umformmaschinen AG

2021 年 10 月 26 日～28 日
Forge Fair USA 2021

開催地：デトロイト（米国）
出展社名：Hatebur Umformmaschinen AG

2021 年 11 月 10 日～11 日
Fastener Fair Italy 2021

開催地：ミラノ（イタリア）
出展社名：Carlo Salvi S.p.A.

皆様のお越しを 
お待ちしております。

イベントの多くが延期されている 
ことに伴い、各ウェブサイトで 
開催予定の直前に実施について
ご確認くださいますよう、お願い
申し上げます。ご理解に感謝申し
上げます。


